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中国の「三線建設」（II)

はじめに

L線建設U)H1J史

II i線建設の第 l段階（1964～68年l(L'. L，前サ）

lII 三線建没の第2段階 (1969～71年）（以ト，本号）

lY i線建設の終結

y t線建t没へU)J'ffl曲

III i線建設の第 2段階 0969～71年）

1. 三線建設の再開

前節（前サ）でみたように，文化大革命の 11写

権 I闘争や「武｜錨 lが最も激しく行なわれた1967

～制作ーには，国家計画委員会 UXf.L刻家計委と略

す）をはじめとする行政機備がほとんど機能を停

止するにギり， 三線建設の進行にも影響した。こ

うした揖乱状態を収拾寸るために1967年以｜見市

が各行政機構に代表を派遣するようになり，さら

に次々と軍事管制を実施し始めたけそして， 1968

年末頃からこうした軍ω介人によって待機構の機

能がい1復し始めた。ニうした経過により， 1969年

以降，軍，とりわけ林彪とその同調者たちU）経消

政策に対する影響力が強まることとなり，そのた

め，第 2 段階の三線建設は， ~l 段階よりも一階

従事白が濃く，また林彪の特奨な考え方を強く反

映したも U）と心：った。

llil家川君主は1968:i干潟 JJに市ボ代炎が派遣主れて

から次第に機能を1111復し， j,i］年121Iには問慰米ω

拍ボにより‘｜司家，ii"~ と凶家建設委 ti会 (l:.( f, 

IEiJ 毛U:I!~ と略す）ぴ）前代炎が中心となって，外部・
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委員会の軍代表，老幹部，造反派など30人余りに

よる計画起草小組が組織され， 69年の年度経済計

両の策定が開始された。この計画起革小組は翌

1969年2～3fJの全国計画会議に「69年国民経済

社両綱要（革案） I を提出したが，この案では69'r干

の計画任務を， (1)毛沢東の著作の出版とラジオ放

送の発展，（2）農業ω発展， rn軍事工業の強化，基

健仁業と内地工業の建設，（4）軽工業の強化と家族

計画の奨励，（5）交通運輸の強化，としていた。こ

の案をみればわかるように，三線建設を第1の任

務としていた第 3次 5カ'iJ-.計画（1966～70年。以

下， 3 5 可，－凶jと略す）は， X.革の混乱とそれに

よる汁両実施機構の崩壊で，この時点では実質的

にはもう反市同然であった川 II。

だが， 1969年3Hに発生した中ソ国境の珍宝品

（ダマンスキー品）におけるけ1ソ両軍の武力衝突は，

E沢！取をはじめとする中共指導部に，臨戦体制を

構築寸る必要刊：を併度補感させることとなった。

林彪が毛沢東の後継持と規定された 4月の中共第

9同党大会，およびそれにづ｜き続いて 4月末から

開催された 9期 l巾全会で，毛沢東は帝j;lij主義が

大綱槻な侵略戦争を｛士かけてくる危険性を無視し

てはならないとして，そのための準備を急ぐこと

をa訴えたり 6Hには林彪が I戦争会行なう観点か

ら －~l;!J を観察し， りJを検資し， ・l;IJを実行しよ

うl と臨戦体制ω構築を出nnし，枕いて林彪ω側

近グループによって構成されていた中央軍制委品

会 (1:.(札中央策委と附す）弁学組が「1rtti'Lし， 7i-.

『ず・：，＇TU/ii』 XXXIV<l (19!B.:D 
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4そに整った国防工業体系」を建設するための膨大 2に，全国を西南，西北， q，原，華南，華東，事

な軍事工業建設計耐を打ち上げた。軍事工業への 北，東北，山東，福建一江西，新輔の10の経済協

大幅な投資拡大を必要とするこの計画に対しては，

経済構造の不均衡をもたらすとして批判する意見

もあったようだが，林彪グ、ループは「均衡，不均

衡の問題などは戦争になればナンセンス」と主張

して押し切った。 8月には「プラウダ」紙上でソ

連の国防次百が中ソ戦争勃発の際には核兵掃が使

用主れるだろうと中国側を脅し，中国は慌てて大

衆動員による防空壕建設を始めた，，

これ以降，林彪クずループの軍一事工業建設計l由iに

基づいて軍事工業への投資が拡大され， 1969年に

は前年に比べて軍事工業への投資摘は136ぶ増加

し司 主らに70～72年の軍事ー工業への投資摘は工業

へω基本；建設投資総額の16~＇λ前後という宅前絶後

の高い水準となった(it2 Jσ 軍事仁業以外の分野で

も，三線建設の第 1段階に清Iされていたプロジ

ェクトの建設が同び加速され，さらに多数の新規

プロジェクトも加わって， 1969年後半から三線建

設の第2の尚潮期が始まったωである〕

2. 第 4次 5カ年計醐網嬰草案

根1970年~ ）］の全国計画会議に提出主れた「70

年国民経済計画案」，および「第 4i欠5カ年目十l由i

(1971～75年。 l:J,ド‘ 1 5日十両と略す）綱要（市案） I 

では三線建設が再び第 l0）任務として挙げられる

こととなったれ 4-5i，十両綱1必需を案では同社両は

l戦備と躍進」の，i十画であると規定し‘電点課題

は，戦争への備えを重視し， す泉地域に強大ら：戦

略後}j基地を建設することに力金集中し， rft楽、？：

地を己主涛ずること， としているの L綿における［

業i'r；地は「大分散．小集iji1 0）／以HIJにd縫っき，大

都市を形成せず， 仁場は l[lJあいに，；山首し，分散

し．隠ぺいし 1，特殊かっ退嬰なl；場の議要設備

やラインはilii］惚ωなかに人れる，としている。第

作区に分け，それぞれが製鉄業，軍事工業，機械

工業，エネルギー産業，化学工業を有するように

し，またl司時に農業，軽工業も強化して，各協作

区のそれぞれが自己完結した産業構造を形成する

という目標が立てられた。各協作区は，当時の11

大軍lベとほぼ対応しており，この経済協作区構想

とは，各大軍区が他の地域から孤ιした場合でも

独自に戦争を継続できる能力を形成することをH

的としていたといえよう。また， 1975年の鉄鋼生

産目標は，毛沢東の＇；， 7年の発誌を根拠に， 3500h

～4000h ＞，というきわめて高い数字に設定され

(70if.の生産試は1779hトJ，その実現のために，省

レベル，県レベルでの中小鉱山，中小製鉄所の建

設が促進された。このように 4 5計l桶綱要革案

は， 3 5計l幽iにおいては軍事丁今業のな地原則で

あった rllJあいに設胃し，分散し，隠ぺいする」

という原則をE業の全分野に適用することを要求

寸る必ど司林彪の戦略ω影響が濃く心：っており，

また，「大日促進」の再現を引lうかのような向い鉄

鋼生産け標も特徴的である。なお，同時に討議さ

れた1970年の年度計画でも三線建設に｝JJをitくこ

ととなり，｜司'rfU）大三線建設投資が全開の予算内

投資に，1，める割合は半分以上と決定された(it:l lo 

4 5社両i綱要王立案は1971年9月に林彪事件が

発生したニとにより結同l正式の計画としてド達さ

れることはなかったが， 70～7l'if,O）聞はこの草案

の構想に従って三線連fitと軍事i：業への大幅な投

資拡大，および地Jjへの分権化が行なわれた、そ

の結巣，投資の異常な過熱がみられることとなっ

たり 1970i干の謀本建設投資の社酬はもともと前年

実締ω却し哨という尚l＞数’ドて‘あったが，年度の

i金ijIで，外部l"l，地Jiが中央に投資指標の追加を
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求めた結果，軍事工業と三線建設関連を中心に約 疑いない。こうした改，'j主に対応して，国家建委は

50億元が追加され， 予算内投資は前年比5'YIJ増の

273億元に達し，計画よりも 20~＼..多くなってしま

ったの翌1971年の年度計画では当初ω予算内投資

の目標は270億元であり司う九三線地院への投資

は150億えであったが，再び年度途中で各部門，

地方が投資追加を要求し，年末に11億3000万元が

塩加された。こうした工業・インフラ建設への投

資増加により，労働者数は 2年の聞にlO()()Jj人近

く増加し，その多くは農村から集められたので，

農業労働者の減少による食糧供給の逼迫が発＇I＝.：し
たりまた．投資効率の低下も深刻であった。いわ

ゆる「；1つの突破」の問題である lil'-11。

3. 実施体制の変化

ーミ線建設ω第2段附においては，プロジェク卜

の建設を実施する体制が第 1段附とかなり異なっ

ていた。第 l段階では国務院の各部と阿南建設委

員会などの役割lが大きかったが，第2段階では軍

と地方政府の役割が増しているところに特徴があ

るり

I l) 地}j分権

この時期，経済協作区および待省でも一定の完

結性をもった産業構造を形成することが日開とさ

れ，その実現のために大幅な地方分権が行なわれ

た。同行企業の11.flfl権限は， 1960年代初めに中央

の各部に集中されていたが， 69年以｜海大幅に省レ

ベルに移主れた。 1965年には lJj以上の中央直属

企業があったが， 70年の権限委I>棄ののちは， l'"-:'!=.

部門ではわずか500余りの企業・機関が残るωみ

となった（iloJο この権限委議はhさすーぎたl耐があ

り，大別企業などは地方政府の11瑚Jj巨}Jが足りな

いために実際には中央のよ：業関連部門が代わって

符聞していたともいわれているが，これによって

L線建設に対し地Jj政府が｜延iわりを強めたことは

78 

1969年 5月に各省の三線建設の調整を行なう「地

区三線建設委員会」を設立しているけ主6）。

(2) 軍事工業の管理体制

次に軍の役押lの増大についてみてみよう。軍事

工業に関しては， 1969年12nに中央軍委弁事組の

もとに国防工業領導小組が設置ぷれ，これが各地

方の小三線（一，二線の為省における後方基地）の

兵器工場を含め，軍挙工業すべてを管理すること

に決定された（iE71のこれにより軍事工業全体が単，

とりわけ林彪グループω支配下に置かれた。また，

軍事工業部門のなかでも，；10余りの工場の符用権

限が第四機械工業部から林彪の影響力のより強い

第とi，第五，第六機械工業部に移された＜ii:8 J。た

だ，｜卦防工業領導小組が膨大な箪事仁業を小三線

のT場に至るまで管即ーすることは実際には難しか

っただろうと思われる。実際には，軍事工業の管

用－指導に国防工業領導小組のみならず中央各部，

地方政府，地方の大軍区など、が関わり，「指導す

る人（店II門）が多いが，；JW：も点｛壬をとらなL川とい

う状態であったようであるの

おそらくこうした問題が発生したことにより，

そしてまた他の工業部門における地方分権ω方針

との盤台性と Lhう問題もあって，結同，箪事工業企

業についても，中央の市ー事工業部門の縦割り支配

から段階的に地方政府と大軍区の管轄ドにドろし

ていくこととなった。 1971年4}Jにはまず第一歩

として中央衿部，大軍医，省政府による 3；重符即ー

が実施されたが，この体制は，大軍lベがその傘下舗

に軍区内ω九千？ω党・政府幹部や行京阪幹部を組

織した大市lベ［:.Ej防工業制導小組を間さ、これが大

,fpZ内O),f:i'.事γー業（小三線をi守り）の建設と生産

の実施に大きな権限をもっていたところに特徴が

ある <ii:!J lo 
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(3) 軍の経済への関与

この時期には軍事正業に限らず経済全般にわた

って軍の関与が強まった。たとえば，三線建設の

重点プロジェクトにおいては，建設のペースを上

げるために軍事管制が実施された。また， 4 5 

計画綱要草案を討議した前述の1970年2～3Jjの

全国計画会議には11大軍区の代表も参加してい

る<iUO）。また，同北地方では経消計画iの指導権は

蘭州軍区が握っていたようであり，たとえば，

1969年4月に開かれた「西北四省（隊商， 111札 青

海．寧夏） 三線建設座談会」は蘭州軍区の主催に

よるものであり，そこには各省の党・政府の代表

のほか．国家計委，国家建委，国防工業弁公室や

悶務院各部も代表を派遣して，西北地方の工業・

農業の75年までの 7カ年計画， 〔業；）／：地など経済

全般について討議が行なわれ， 主線建設について

も軍事工業に限らずインフラなども含めて決定さ

れている（iU!i0 ただ，軍の関わり方は地域によっ

て一係ではなかった。軍の経済への介入について

は軍事工業の場合を除いて明文化された根拠があ

るわけではなかったωで，俗地域での力関係によ

って関わる度合に大きな荒が生じたのであろう。

策が経済に対する関与を強めたのは，ひとつに

は文革の混乱が軍の行政府機関への介入により収

拾されたという歴史的経過に基づくものであるが，

それに加えて戦争の脅威に備えた経済の軍事志向

の高まりによって軍の関与拡大が必然化されたと

もいえる。もっとも，この「戦争の脅威」なるも

(}) l'.J体，一方的にソ連側からもたらされたものと

いうよりも，むしろ中l国側が挑発して作り出した

jHl]I師もあり，少なくとも林彪グループはこれを誇

張し，利用しようとしたことは確かである川町。

戦争の脅威があったから箪の関与が増大したとい

うよりも，戦争の脅威を口実として軍が関与拡大

をl苅ったという方が正確であろう。

4. 第 2段階の建設の内容

I l）概要

第1表（前号）にみるように三線地域への基本

建設投資額は， 1969年には66年に近い水準に回復

し， 70,71年と高い水準を維持したのち， 72年以

降は減少し，三線地域への投資比率は74年以降は

三線建設開始（64年）以前の水準に近いところま

で落tうている。したがって，数字の上からみると，

1969年から71年に至る時期を三線建設の第2段階

とみることができ，それ以降三線建設は徐々に縮

小されていったといえる。

三線建設の第2段階においては，投資の重点地

域は第 1段階の西南から，河南省丙部，湖北省西

部，湖南省両部の「三西」地域に移ったとされて

いる（け131。とはいえ，第 l段階において着工され

たプロジェク卜で完成していないものが多かった

ため，それらを仕上げるために引き続き多くの資

金が西南地域にも投下されている（第 1表参照）。

ただ， 1970年以降，四川省への投資比率は下降し

続けており，もはや四川宵では目立った新規プロ

ジェクトがなくなったことを示している。他方，

湖北省。湖南省、’陳西省への投資比率が1970年か

ら急に｝：昇しており，これらの省で、新規プロジェ

ク卜が多数着工されたことを物語っている。

(2) 主要プロジェクトと地域分布

次に，二三線建設の第2段階において着工された

プロジェクトにどのようなものがあったかみてみ

よう（前匂の第 I図，第3炎 a～d，第 l表参照）。

こ（｝）ff寺期には，まず「二両」地域を縦につなぐ

焦悦鉄道と校柳鉄道，また，附l有地域と「三西」

地域を連結する裏検鉄道，湘勲鉄道，また陳西省

南部を通る陽安鉄道が着工された。この頃新規に

着工されたプロジェクトの多くも，これらの鉄道
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沿線に分布している。

焦校鉄道に近い河僧省舞陽には鉄鉱石採掛から

！正延にJ長る也大製鉄所を連z没寸ることが計画され

た。しかし，着工から 4年たって、＇i地の鉄鉱石が

ウランを合んでいるため製銑に使えないことがわ

かり，鉱山から製鋼部門までの控I没が中止され，

FE延だけのE場となった。 7t意元0）資金が費やさ

れたが，数億元が無駄になったという lit'14）。この

他，製鉄関連では湖北省の＂.1ド城鋼鉄職司湖南省の

漣源鋼鉄廠の拡娠なども行なわれたが規模は大き

くない「

軍

ある O 林彪は1970年 8Hに先端寧：守王技術において

4 5百十｜巾iの前＇j'-.：~ 年4で、世界0）先進レべルに追い

付き’あとの 2年で追い越すというスローガンを

打ち出したc 怯兵器，弾道ミサイル，航空機，電

子会：どの分野で多数ωプロジェクトがあったよう

だが，明らかになっていないものが多い。もっと

も，事前調子モが不十分なまま慌てて苦工され．の

ちに中止されたもωも少なくな・く，たとえば，市立

空機T.業の分野では司 1971年にプ口＇；／＂ .T クト数が

l()()!'J. i；あったカ九ぴ＇） tうに28プL7ジ工クトカ，q,l卜・

延期となり，数値；ji:.!I）制失があったという（は15）リ

軍事技術のなかでも，林彪グループは電子技術

を昭事装備υ＞r部主化の鍵と考え， l狗述の1()0）経済

協作医のそれぞれが兵器ω屯子装備を什給できる

体制を作ろうとしたため， 三線地域にl(liらず，全

同的な電子I；業の健設ラ yシェとなったの 19的年

10月ω「全同屯気通信工業仁作会議 l で，；t年の

うちに液循電子教備（／） 6大築地と 1小泉地を建，l生

するという林彪グルーブ＇o>liHがrrt) a1 ♂れて以

米， 530)1ドtJ!:ブ口ジ工クト， 710）地方小三綿プロ

ジェクトが71iドまで0)111］に－ffに狩l：；されたりこ

うした温子仁業の分野でも， 1973年以降、多く ω
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プロジェクトが中断されたという（ii'l6）。

軍事工業の立地が特に多かったのは，湖北省宜

品近辺と寒i食鉄道沿線である 宜昌近辺では連安

叫に弾道ミサイル，ロケット関連（？） 0)066基地，

lii l；沿いの宜li，技jlーには軍用船舶のディーゼ

ル・エンジンの工場が立地している。 1日呂ではま

た，日ド中国最大の水力発電所である葛州地i水力

発電所が1970年に；昔工されているc

業i食鉄道沿線をみると，まず阿川省東北部には

弾道ミサイル閣速の062~地， 064誕地が窪設され，

陳丙千？に人ると，装it鉄道沿いの安康から陽安鉄

道に沿って漢1J1 にでる幅：300~f~の地域に，軍用輸

送機を＇J:.産する012:;1基地ω工場が散らばっている。

さらに鷲it鉄道に沿って湖北省に人ると噌まず十

壊に第・2段附の最大のプロジェクトのひとつであ

る第二汽車製造廠（吋初は野戦用トラヴクを町卒す

る予定）がIf：地した。また若河II市には兵器丁今業

ω大引企業， i[山機械廠， I半i山県には兵器工業，

屯1こ I：業， 1（与さには第：汽車製造廠の関連工場が

it：地してl＞るわ

ニυ〕｛也の大き lj：プ口ジェク卜としては，出州'fj'

来北i郊の日ffi｝主水力発電所．陳丙？？阿南部の岐山

県の陳1JLj(C車製i査廠，陳刊行il'UI:地Jiの阿北干i炭

I：業主L地， JEIリjの船舶設備fj:_y主基地などが挙げら

れるけ

( ii, I ) 〈勺代中IE］が，Jn十l由jr作〉弁公定制『中単一人民

共有IL国［F,J民経済fll社会発版社両i大・I(申ii嵯 EM5 1985.1 

」t);( 和[bj(/1＼版社 19871十 275, 277べ－yJ〆房総中制

,r，隼人lei;¥)l;fll!Jif料消大事~~ (1949 198011'),iJ ~tJ;( 1/i[lif 

付会Fドtit¥版社 l984iJc .4scト 452ベージ。

<ii: 2 l H約t波料品 I新中｜ιll：業料消＼！：」」tJ;( 縦泊代

』1111H版社 I！以前lj: :!29ベーン，・・1,J紺ij1制 l,iJ I；日； ,154 

／＇－一 ν〆ノ占：1i1，制品目勺／1:.'11Liil（内t,I;1,:il!，／党 Li1 J七）；（ if 'i kJ 

十i会什引I＼版社 19891], ¥Glページ｛

m,:l) ぐ、ljf℃tflドl的終iff符fq!＞総i紛；＇iii縦 11・111情人l¥;

共和II 同事'f.i?i'f'i'Jl！！大，n,i~11 ~tJ;( qJ凶経済IHI版社 19861ド
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聞は投資過熱を招き，その結果経済ω著しい不均

衡と投資効率の低下が起こった。 1971年前半から

周恩来らは投資への管理強化によって問題の足1E

を阿った（沌 IJが，過大な三線連設と箪事工業増強

計画自体を改めないことには問題の根本的解決は

できなし＞o だが，林彪グループが影響力をふるっ

ている状況下ではこれは無理であったの 1971年9

Jjに林彪事件が発生し，林彪ク申ループの影響力が

消滅したことでようやく経済政策の転換が可能に

なったのである。これ以降，経済効率と凶民経済

全体のバランスを重制する周恩米が経済政策の主

導権をとるようになった。ソ連の内成に対しでは．

アメリカとの和解によって抑止を岡るという外交

戦略がとられるようになり，このことも戦争準備

最優先の政策を転換することを11J能とした。

経済政策の転換は1971if12月～72年2月に聞か

れた全凶計画会議において確認された。そこでは

まず林彪クゃループが軍事工業を突出させて経済の

総合ノfランスを軽視したことが批判され，党が経

済政策に対してソじがjな指導権をもっ，軍事T今業

と地｝jの党委品会ω！悶係を正常化寸E るとして，！恨

の経済に対する｜刻与を見前すことになった。そし

て， 1972年の'rff霊長｜阿においては基本佳設投資を

抑制し，頃工業とりわけ軍事工業への投資を凶民

経消全体の発展と見合った水準に引きドげ、ること

となったIi!:2 I 0 さらに，ニω会議の会期中の1972

年2月に，化繊と化学肥料のプラントを州側から

導入することが決定され， ωちに圧延プラントを

武漢に導入する日十｜白lも付け加わって合計4%也＇.，に

もl：る技術導入計ll叫が72年'f2:までに出米 l：がったの

こうしてW:・H.l；業をq，心とするこれまでの政策か

ら，農業とlt<l民生活の光実に｝］点を開き，同側か

1 経済政策の転換 らUJ技術科転によってこれらを支える法舵氏fl門の

1liiに述べたように， 1969年からのミ線維l没ω阿 供給能力を大脳に引き J・.げ、る政策へと椛消政策の

81 
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方向が大きく転換されたのである（淀川。

2. 三線建設の位置づけの低下

これに伴って三線連設の位置づけは大きく低下

した。 1972年5月に国家計委等は．謀本建設プロ

ジェクトの i'／地選択は，戦争に備えるという点だ

けを考慮するのではなし経済的合用性にも注意

しなくてはならないという方針をnち出した（ii:II 

が，これは実質的には三線建設プロジェク卜をも

うこれ以仁増やさないということを意味してい

た。さらに， 1972年末に策定された73年の年度計

画においては， ‘， t線地域への投資比率を引き

l：げ，一三線では現fr設備ω能力発聞に電点を置く

と定められ，軍事」二業への投資を圧紺iし，軍事工

業企業に民生i',l，も生産させることなどが決められ

たIii:i l。

さらに 1973ff 5 ·~ 7月には 「4一一 5示十1商品附唆

（修正明案） J がまとめられ，そこでは，「内陸の

戦略後方そ前点的に建設するとJw]l侍に，沿海の工

業基地の淋在力を十分に発揮させ，適度に発展さ

せる：くてはならなし勺とされ，また，農業の発展

を第 lとし，縦j所協作Iベは10から 6に減らすとい

った方針が定められたのまた，鉄鋼生産泣0)11楳

が：）000)jトv に引き下げられるなど日十両日悼の｛疹1L

およョび、プロジ工ク卜数ω削減もfjなわれた(il:!il,,

ニれにより三線建設そ中心とする元の 1 5 日十l出l

糊嵯号草案は欣棄された。

こうして， 1972年以降三線建設への投資は2、速

に絞り込まれ（第 l火入『i十l曲iの変凪規械の縮小，

fjV]U）延長が行なわれ，新規ブロジ I ク卜は皆無

となったο1973年以降は建設刷場から建l没労働行

が大一：，i：に引きJMげられ，ごFらにもともと，；hilijにあ

ってこω時:It/Iになっても挫s没を開始してい仕かっ

たプロジェクトは'1'II：となった（ii 7 lれそしてこれ

以降竺線建投がif(／，（，深閣に挙げられることは二！笠

82 

となかった。

とはいえ，三線建設は中止されてしまったわけ

ではなし多くのプロジェク卜は規模を縮小され

ながらも1973年以降も建設が続けられた。その第

lの理由は，ソ連の脅威が依然存在し続けたこと

であろう。 1972年12月の毛沢東の指示により80年

に至るまで毎年10億元余りを費やして全国で防空

壕建設が行なわれたが叫持、これは中国がソ連の

伎攻撃の脅威を長い間にわたって強く感じていた

ことを物語っている。三線建設が継続されたもう

ひとつの用由は，この時期，周恩米，郡小平と

「4人組」の対立が激しし中央がまとまってい

なかったため，プ口ジェクトを中断するような思

し〉切った手段がとりにくかったことにあるものと

思われる。こうして， i線建設の待プロジェク卜

は政策上の優先度が低下しながらも19701f.代後半

まで続けられることとなった。

3. 軍と軍事工業の聞係の調整

軍と経済の関わりについては， 1973～74年に調

整が行なわれた。小：三線の筆者工業企業は197:11.f

8 J-jに＇fi' I↑'I .臼治区政府の特轄下に保.tiれるこ

とになった。 1974年らけには，中央軍委のもとの

国防工業領導小品Hは廃止され，その代わり国務院

のもとに国防I；業弁公主が聞かれることとなった。

それに伴い，第三，第四，第一．第六機械工業部

も，前U）管帖から国務院の管轄に移された。また，

これらの部l立属の企業は，段階的に地方政府との

共同作用に移していくこととなり．各省・ rli・自

治｜ベ政府には甲車一仁業と屯子工業を管f；~ずる部！”i

カ九世立さJtることになったりそJLとともに，大＇if(

lベω軍恨T~を符J!H-t" る部門はJ放出された Iii：竹）〈

ニ ω調整ののちも，たとえば凶務院l斗｜坊T~~jf公

は中央軍1}υ）指場も受けることになっているな

ど．取の軍事I；業にあIずる指導は続いたが，全般



1993030085.TIF

川，，，.. ，，’.，，，.，，，川 I川，，，，川，，，，，，， ....川～川＂＂川........... ，，川＂川＇＂＂＇•... , ...～1・，，.山川＂＇＂＂＂

的にみて軍事 E業の管轄は中央軍委，大軍区主体

から国務院と有政府主体に移されたといってよ L'o 

4. 三線建設の終結とその後の調整

三線主主設は1979～80.iμの経済調整に至ってほほ

完全に終結した。この頃，中同は同民生活の向上

を優先する経済開発戦略への転換を果たし，それ

に伴って軽工業の優先，沿海地域の重視といった

政策をとる一万で，同防費の比率を徐々に下げは

じめたり 1979年には経済のバランス回復と財政問

難の打破を目指して工業3基本建設投資が建設中の

ものを含めて大幅にカットされたが，そのなかに

は三線建設関連ωものが少なくなかったようであ

る。

三線控設プロシェクトの多くは司これを機に建

設が完了したものとみなされたが，完成後の生産

と経常は大変なi利難に見舞われるケースが多かっ

たり ミ線企業はもともと臨戦状態を想定して建設

された企業であるため，平時の生産任務は多くな

l ¥0 しかも，この時期の国防費の相対的減少によ

り，凶家からの任務は糊端に少なくなったc たと

えば白州省の電f工業の08:-l基地では198:l年時点；

ω設備稼働本は1G；；；；であったという (iLI(りのまた，

1987{f: 8 J 1のサンプル調査でも三線の’ポ事工業企

業の設備稼働率は：H)ぶ前後，精密設備，先端設

備の隊働率は3らに低いという（iUll0 そのうえ，

1980if.代には企業の射益白己負担の原lllJが強調さ

れ，一三線企業も戦備のための企業だからといって

平時には亦’F経常でよいというわけには，，かなく

なった。中共中央と［i:1務院は197以下から孔卓宗工業

,11W'lに対し「市民結合」 0)/jjlj・をl／ポし， Liと＇l::.i
υ）！主淀を拡大ずるようJ行子式しl;,f；め‘ 三線企業も民

'ti'il10＞＇七ifCに＊り出していたがそω成果ははかば

かしくなかった。 三綿企業G）多くは僻遠ω地にあ

るため従業（40）生活はもともとl本l難であったが句

赤字経営のもとでは't-.活改善も｜材難であり，その

ため人材の流出が次第に激しくなり，残った労働

者たちの問でも不満が強かった。

つまり， 三線建設プロジェク卜はようやく完成

したと思ったら，「戦争への備え」というよりも

「中国経済の毛何」になってしまったわけであり，

政府は対策を講じないわけにはいかなくなった。

19問年には，国務院は三線建設で建設された企業

に対する「調整，改造，作用の発揮J という方針

を決め，［<-iJ年「国務院三線建設調整改造規問弁公

宅」を成都のもと凶南建設委員会が置かれていた

場所に設i，；して， 1線企業O)v）也の調整，午産構

造の調整を開始した(/112）。 1984年 8Ji，当時の組

紫陽総聞が；三線地域の軍事工業企業の調整に｜到す

る会議を聞き‘そこで，三線の軍事工業企業ω改

造（｝）}j［白1として，民生，＼，＇1も生産する軍民結合型と

する，条件の良い企業を選んで，拡張，改造を施

し， fl附（効果）を発揮させる， 三綿企業ω調整

に20億元の資金を投ずる（うち持億元会中央が山資，

9lりは作市ii,J也万政IH，企業が出資するん小三綿の市

事工業は！従ILずる， という /jji［ーがiためられた（けl:ll"

砧同， 1986～91.iμO）期間Iれに地方などω自己資金

を合めて；lOt意必の投資がなされて，肢も失敗の程

度の許しい121企業・機聞の移転と合併，そして民

生品生産へω転換が行なわれた。第8次5カ年JI・

｜由rj0991～95,n＂十両の期間中もさらに：澗整は続け

られるものの川14），次第に地/j政府と企業のt'l助

努力に任される部分が大きくなっていくであろう。

(i主l) ＜勺代中l!i](IドJ，汁l尚 l；作〉弁公宅刷 所i悩A

:l09ペーシ i

(j i: 2) ノートンは1972土rから781ドまで，修1Iーされた

:¥Ji!~ぷ，n· ，山rjU）完成が翁唆派組のひとつでありあtけたと

Lて， I川川’nlこ・，01白した 6l,!;O）化学！肥料プラントやパ／')I;

U)lt：：低ブうントなど技術導入プロシfI クトもその修正3

れた，if11!ijのなかω俗世ープロシ工クトにImえている（Naug-
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hton，前掲論文；， 363～：｛64ページ）。確かに鋼板は軍事

工業にも需要されるもωであるが，化学肥料は軍事工業

とは無関係であり，阿川省に立地したのは単に同省、の天

然ガス資源を干IJ/日するためにすぎな＼ >0 1973年ω技術導

入”it［曲lのほとんどは本文でも述べたようにて線建設とは

全く方向を異にする経済政策に従ったものであり， 三線

地域に＼＇U也しτはいても三線建設のー環とはみなすべき

ではないf

(i主3) c•m中図的計画工作〉弁公室編 1lfJ掲書

319～320ペーシO

(i主,1) i,,] l書 326ペ－ 0/,c 

（注 5) 同上~ 3:{0ペーシ。

(i主(i) 同 I：，ヰ 335～337ページ｛

(it 7) ft,1:，止；ほか編『貨小卜｜経済社会発様概望書』北京

中I主IJI［両出版社 19初年 64ベーシc

(i主8) ＼勺代1t1目的，jj・画工作〉弁公司宅編 前尚書

:rn＞～：rnページ／1#維1:pj漏前掲戸t 5（）；｛～504ページ。

(it 9) 〈、＇i代rj1図的，jj・両Tit)Ttで公宅編 inl l：言3

339, 346～：147べーシ。

（注10) 日忠仁氏任編集『中t玉l電子L業地lベ概覧（貸

付・I巻）』」tJ;( 電子工業出版社 1988'!' I :12 、I :l3ヘー

ン〈

(i主11) ：／年宝棋・張勝HF・悦兵 il五｜｜坊工業戦略調整干II

体制改革的幾個f[lj題」ド経済併究』 1988-4'-第一12期） 6:lべ

ンt

(i七12) l：存lf ljff魚、懐｛1：三線』成都内川人民11rn,x:
rt: 1991 {f :i-10ベージコ

(il:13) 〈勺代中国的社両un1r公主編 1)/j掲脊

49,j ~495ページ／阿川行社会科学院三線i課題m 「我凶ι三

線工業政策的調整」（l',jljE］工業経済制究」 1989年第5期）

(i（）ベーシ l

(ii:14) i人民II縦」 199llf]2/l4 fl，、なお噌 1985',f

t(jOJ調貨によれば句 2000余りの之線企業・機関のうち．

連設が！』正l力し，経済効率も良いもの48i;,4主投は総本（！（J

に成功したが，さまざまな問題によりサ府能力を充分に

発持て、きず．経済効率があまり Hく仕いもの，15：二．ーなt也

浮にiHぃ問題があり．全く前i会ωら：いもの 7ぷであり。

調希望がfJ仕われた121企業・機関ftニ（））ft討をωカテゴリ

ーに隠する（阿川内J社会科学院了二線繰越車I! 1,,JL論文

60ベーシ J 例必Jrr,μfiilJJlR r.業史，II 制金 If[縫t!Jf.Ntl:

1990W •189ベーシ） • 199211ーまで、U)IHIに， 121 企業・機

｜延Julうt';24iif也と（，fJfもしくは＇ l二ぷω松検がなされ， 8 

はI可制公ぃjに（＇.／井、 71Ii全日IIまたは刊W>tt;転が行なわ
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れた（「経済Fl報』 1992年 7月20日la

V 二点泉建設への評価

これまで筆者は三線建設の経過と内容について

述べてきたが，最後に三線建設が中国経済に何を

もたらしたのか，三線建設をどう評価すべきかと

いう点について述べておきたい。

1. 経済的評価

まず第 1に指摘されなければならないのは，

線建設が中凶の内陣開発を飛躍的に前進させたこ

とである。ら本の鉄道で阿南と中市地域を連結し

たこと，内陸の資源開発が進んだことは将来の開

発の基礎として大きな意義を有していようのまた，

四川省，陳両省などに機械・軍事工業が集積した

ことは，この地域の工業レベルを大きく引きl：げ

た。

だが，こうした成果は三線建設に投ぜられた巨

額の資金とマンパワーに対して決して引き合うも

のではない。投資の効率という点を考えると，

線建設はきわめて惨治たる結果に終わった。コ線

主主設がffなわれた 3 5計l由l期と 4 5計画期に

おける全国ω基本建設投資ω閏定資姥使用交付率

（設備投資完成率）はそれぞれ59.5ぷ， 61.4ぶとい

う解放後最も低い水準になっており，これはこの

時期に生！？霊能力を形成しないまま中止されたプロ

ジェクトカt多ヵ、ったことをなとしている。また，た

とえ完成していても，稼働していないプ口ジェク

トが多い。たとえば，三線の軍事工業企業の設備

の70ぶ，民生用機械一工業部門でも＇ tiJ豊能力の40ぶ

が政休している (19昨年凶のデータ） ο 鉄泊， iキ；村

・エネルギーf卒業の場ftは者情はもう少しましで

あるとしても， 200fj道沿以上相当の設備がよ線地

域で遊休していることはま%がいない。さらに，
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稼働していても生産効率が悪いものが多し'o 

投資効率の悪さをもたらした理由は以下のよう

なものがある悦 I)o 第 lに，プロジェクトの全体

設計が不備で、あったり，建設がちぐはぐであった

りといった理由でプロジェクトの‘部分にボトル

ネックが発生し，設計どおりの生産能力を形成で

きない例が多L冶。第2に i山あいに設置し，分散

し．隠ぺいする」や「洞窟に入れる」といった立

地原則が強調された結果，立地選択を失敗したプ

口ジェクトが多く，尚い生産コストをHiしミたり，

水，電気，輸よまなどの問題が未解決で生産を始め

られない状態のものさえある。第3に， 守日のプ

ロジェクトは何を牛‘産する目的で建設されたのか

明確で、なし泡成したのち生産任務が与えられな

かった。第4に， ミ綿企業においては，労働者の

生活に必要な施設や公共施設の建設が軽視3れた

ため，労働者の生活に困難を米している例が多いい

また， 三線企業では，牛．活条件の晃ささや任務の少

なさのために，往々にして労働者の不満が強く，

企業管理がうまくいってL与なL、第5に，プ口ジ

ェクト｜首]o)連携や分業という点への配慮が欠けて

いたため，無駄な‘輸送ω負tflや，各々の基地でω

ブルセヅ卜化という問闘がもたらされ，余分な投

資とコストをmL、ている。

川........川川山山川川＂・研究ノート川山川！？句

建設に中閣の資金とマンパワーが集中されたこと

によって，他の地域と産業にきわめて大きな恵影

響がもたらされた。三線建設のもたらした悪影響，

Jい換えれば三線建設の機会貸出という問題につ

いて‘ここで統計数字からマクロ的な分析を試み

よう。第4表の左半分は， 1966～75年ω期間にお

ける，三線地域の11省、・自治区とそれ以外の地域

の重工業と軽工業に対する工業基本建設投資額

（全人民所釘制単位のみ）を示しており司右半分は

これらの投資がそれぞれどれだけの生産額増加を

もたらしたかを示したものである。てミ線地域への

重工業投資（これは鉄道建設を除いた三線建設とほ

ぼ同・視できる）は， 1元の投資に対して， 0.445

1乙の生産額増加しかもたらしておらず，さ線建設

がしゅ通に投資効率の悪いもωであったかがわかる。

もし三線建設を行なわずに，その資金が他の丁‘業

（すなわむ三線地域の軽I：業， Jド~線地域の；虚1；業と

杭T業）に問されたとしよう。そこでの投資 t七

産額増加比率は1965年の生産額の比率でウェイト

づけして平均寸ると3.430なωで（け 2）＇投資に付

して収機不変と似定すると， 75年の工業生座制は

ゴ緑地域ω重l；業投資をh二なった場合に比べて64

:, (2053億J乙）多くなる。 i-fい換えれば，三綿鐙

設0）’＇＋£施によって1975±干の111国の工業生産額は，

以上のような〈線建設臼体の問題に）JI!え，さ綿 実施しなかった場合に比べて 4別近く低くなって

第 4袋 二線鐙設期U>T·~投資と投資 生応官民噌加比率

i：業基本建設投資，， (1966～75汁）（徳川） 役資生牒額哨加比率2)

r一弘 ifi: l 業 r ~ 全工業 噴 I：業 事正 l：業lJ 

全！ l工l l, 519.48 1,:m.8:1 145.65 1.188 0.812 4.n7 
線 11 fj3) 739.M 6お7.72 51.42 0.658 0.445 :3. 507 

JI : rJt!地 域4) 780.Jt 6抗6.11 94噂 2:1 1.690 1.179 ら409

uu，ザr) I刻家統A同綜（＇fri］伽『全凶作すし l'I治IX:, 1ft幣fliIザ¥Jc：統，ii・資料｜緩制 19491989鄭州、l.11 ~tJ;( iJ11q 

統，il・H：版社 1990年より，／f't:L
(ii:) 1) l：業基本往ぷ投資富良は全人民所イi市I]ljtf伝ωみ（｝） もω。2) (1965ゅ75年0).1.：業生1宅街t0）地）JI]傾）：

(1966～75年ω仁業基本住，i制使資微） ) 3) 三線11行と l土谷ちII unでぶしたlI'ti・n治lえのrr,il,,4> JI＇改良
地域と Lt, (1-:l!iJ) （一三線l1 '(i)ピノ
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しまったことになる。

さらに三線建設はニうした定量的な分析では捉

えきれないさまざまな機会費用をもたらした。ま

ず，沿海地域の先進的な企業から多くの技術者，

熟練工が三線企業に引き抜かれ，数多くの機械・

設備が移転された。それ以外にも三線地域の工場

の建設のために，沿海地域の企業は多くの時間と

労力を提供させられ，その分沿海の企業の生産は

犠牲となった。三線建設の期間中，沿海地域の企

業には設備更新の資金さえ与えられない例が多

心外国技術も主に三線地域に導入されたので，

沿海地域の技術進歩は停滞してしまうこととなっ

たlit：，＞。他方，三線地域ではそれなりの技術進歩

がみられたものの，軍事工業分野が中心で民生分

野へ波及しなかったの結局，二三線建設は中国の民

生分野での技術進歩を押しとどめてしまったので

あるい

なお，ここまでは工業に限定して三線建設の機

会費用を論じてきたが，他の部門における機会費

用も無視できなLh 運輸では，三線地域の鉄道建

設に投資が集中されたことにより句既存の鉄道の

拡岐に資金が同らず，そのため輸送の問題が経済

泥炭の重大なボトルネックとなってしまった（i主l)C 

また，三線建設の間， i民業，都市建設などへの投

資も削られたため，これらも後の経済発展におけ

るボトルネックきf5F守となった。

以上のように三線建設の機会費用は多大なもの

であったが，ただ，ひとつの独立国家として，当

而ω経済効率を多少犠牲にしてでも産業立地の偏

りを改善し，国内各地域ω所得U）、I＇－等化を図るこ
とは政治的，社会的，あるいは将米の経済発展と

いう点からみて必要とされる場合もあろう。実際，

三隷建設は産業立地の編りを改善したとして肯定

的に評価する論者も少なくないliic5 I。だが，この
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評価は疑問である。たとえば，貴州省ωようにも

ともとの工業基盤が非常に弱かったところでは，

三線建設によって重工業化が一気に進んだものの，

三線建設プロジェク卜は省内の他の産業との連闘

を全く欠く「飛び地J を形成しており山6I，地花

経済の高度化と所得レベルの向上には貢献してい

ない。 i't州省，四川省においては三線建設を経て，

全国レベルとの所得格差がかえって拡大さえして

いる lit7）。また，中国の東音I！，中古ll，西部聞の 1

人当り国民収入の格差も1950年代は縮小傾向にあ

ったものが，皮肉なことに65年を起点として80年

代に至るまで拡大を続けている引制。三線建設は

確かに物理的な意味で産業立地の偏りを改善した

が司それは社会経済的な効果のなL、I改善」であ

ったといわなければならない。

2. 固防の観点から

ニうしてみると，三線建設は経済的にみればそ

の弊害が成果を大きく上回っており，否定的な評

価を下さざるを得ないが，もともと国防上の要請

によって行なわれたプロジェクトであるから，経

済的観点からのみ評価することは公平ではないだ

ろう。中l斗の国防戦略においては「問家戦略後

}j」を形成するという方針は依然生さており（it.9 I, 

その窓l味では三線建設によって内陸に京事工業の

生産能力をかなり移転したこと liUOJは無駄ではな

かったということになろう。しかし，三線の軍事

工業のあまりにも低い稼働率は，それがはたして

どこまで戦時の「戦略後方」としての役割を果た

し得るのかという点に対する不安を •JI さ起こして

いる。というのは，設備は雌休していれば錆びる

し，労働行も普段仕事がなければ，戦争になって

もすぐに対応できない口J能性があるからである。

三線建設を行なった頃は工場を作っておきさえす

ればそれで戦争の準備になると思われていたとい
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う（iUlJが，現在ではこの「錆ひ、」の問題が意識さ

れてきたことから，遊休している工場に民生品生

産を行なわせることによって「錆び」を防ごうと

する試み（「憲民結介」）が進められている。この点

からいえば，当初の三線建設の戦略は同防の観点

からいっても欠陥があったのである。

また，たとえ三線建設が国防強化に対して無意

味ではなかったとしても，はたしてそれが三線建

設のもたらした経済的悪影響を正当化できるかど

うかは疑問であるc

まず，三線建設が実施された当時，中国は 2つ

の核大凶を敵に回した孤立無援状況にあり，これ

らとの大規模な戦争の危険を感じていたことは不

思議ではない。ただ1964年に慌てて三線建設に取

りかからねばならないほど差し迫った戦争の危険

があったとはいえないようだ悦12）。そのうえ， f反

に戦争の危険があったとしても， 三線建設はそれ

への対応としては合理性に欠けている。というの

は，三線地域において司鉄道敷設から始めて，資

源開発，ぷ材産業から軍事工業に至るまでω工業

を建設しようという三線建設がそう短期間に完了

するはずはなし数年のうちに起こる戦争に対応

することはまずできないからである。 ¥iiJPJ問のう

ちに「後方法地」を建設しようというのであれば，

すでに太原，武漢の製鉄所等，かなりの工業基盤

を有し，インフラ整備も進んでいた二線地域の山

間部にでも単事工業を移転した方がはるかに合理

的であろう。

結局，三線建設は因坊の論理を優先した結果，

経済合開ti：を全く犠牲にしたというだけでなく，

国防の観点からみても （tf慢性があったかどうかは

疑わしいのであるc 」体なぜこのような不合理な

ことが行なわれたのだろうか。

その第 1U）理由は，経済白理性という観点が欠

落した毛沢東と林彪の発想そのものに求められよ

う。空襲を避けるために山あいに建設された工場

が，立地が悪いために操業できないといったケー

スが示しているように，工業立地において経済合

煙性を観みずに国防の論理だけを追求すれば，国

防上の合理性さえ成り立たなくなるのである。

第2に，三線建設の実施が強L為政治的な動機に

基づいていたことが挙げられる。毛沢東は，元の

3 --5計画案を葬り去るために，戦争の脅威を強

調し，三線建設を行なうことを主張した。主張に

説得力を増すためには戦争の危険が目前に追って

しゐることを強調する必要があったし，経済政策の

JJlnJを大きく変えるには， 三線建設は大規開でな

ければならなかった。こうしたE沢東の政治的必

要性があったがゆえに，三線建設は目前の危機へ

ω対応というには規模が大きすぎるという寸午前を

はらむことになったのではなかろうか。また，

1969年以降，三線建設がむやみに拡大されたのは

林彪の影響力拡大という動機が背景にあったから

である。

第3に，三線建設の号令により，経済合理性の

ないプロジェクトでも国防力強化という大義名分

がある限りスタートできる4犬況がもたらされたこ

とが挙げられる。中央の各工業部門と地方政府そ

して大軍区が，これを好機とばかりに投資プロジ

ェクトを増やしていった結果，経済的に合理性を

欠くプロジェクトが多数着」二されたばかりでなく、

生産力を形成できず国防力，，，，l二の役にも立たない

プロジェクトも出てきたのである。

ーミ線建設については今でも隠されている点が多

心本稿ではそのうで貌を十分にllJJらかにしたとは

いえないものの，それが中国経済の発展にとって

必要のない回り道であったことは以上の論述で明

らかになったことと思う。
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( 1主 1) H j毎波編 前掲書 352～354ページ／必敏縦

前掲書 197～199べーシ。

(i主2) 1965年， 三線地域ω軽E業生産額は158｛意；i:,

Jt＇一三線地域の長 I：業呼f寺号制は502億Iじ，料l：業は565/J意花

であった。

(i主3) tulJi申郎 i中国の工業化と産業技術j進歩」ア

シア経済研究所 19884'- 86～87ベーシ。

(1主，1) :¥laughton，前掲論文， 379～：l80べーシ〈

(i主5) たとえば．祝慈寿 前掲者 475ページc ま

た， 114川省の論者は．三総連設はE業、＇Lt也の改善や国防

戦略の面からみて成功であったと評価するケースが多い

ようだ。たとえは，河川？？社会科学院.：.線課題組前掲

論文 59～61べーシ／／1・::j宇反編『、日代阿川基本建設』成

都内川向、社会科学院,'I¥版社 1987年 22べージコ前者

の論文が主張するところでは． 三線企業がi潤難に陥った

の；ま1978年以降凶家が政策をift泌重悦へとあまりにも；急

に変えてしまコたからであり， ー線地域にこれからもっ

と投資そ行なえば三線企業は符境から脱することができ

ると Lhう口

( i主6) 忌｛命「関与貴州産業結構調整問題的探，l-L,

( l't州十i；会科学」］988>Jc第 l期） 19～20べーシ。

(i主7) 11刊川行U)I人勺り国民収入は， 1965年には全
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l泣平均の74.2；＼，：であった由主：75年には全国平均の57.9；＇ょに

低下，また貴州省でも同期間に63.4ぶから40.7；＇，，：，こ低下

しているc 国家統計局綜合司編「全国各省，［＇ j治区，白

轄市歴史統計資料陵編 19491989 鄭州、・IJ 北京 中国

統，i十出版社 1990年より算出。

（注 8) 栂開忠「中国区域経済系統研究（中）」（『，p凶

工業経済研究J 1989年第4期） 26ペーシ。

(1主9) ！空振五ほか「中倒的凶防構想』北ボ 解放軍

出版社 1988年 275～276ページ。

（注10) 今では全国の航空工業の生産能力の3分の 2'

屯f工業0)60ぷ，兵器工業の 3分0)2，船舶工業の 4分

/)) 1が内地にあるという（李樹n「我国三線生産布局的

基本特徴J r中同工業経済研究』 1992年第3期l49ベー

シ）

( i主11) 衛星「論軍工管理体制改lf'i」（「復印報刊資料

ド3 工業経済」中国人民大学書報資料中心 1989年第

2期） 96ペーシυ

(i!:12）託i/lfi,皮編前掲許f/l'fffwx編前掲常化ど巾［Ej

0）文献ω多くも， 三線主主設発動の際，戦争のnf能性に対

するは通しが厳しすぎたと述べている。

（アジア経済研究所海外派遣員，在北店）
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